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TEL079-492-8668　FAX079-492-9170　Eメール inami-shakyo@bb.banban.jp
（社協事務局  開館時間）月～土（日祝以外）　8：30～17：15

※社会福祉協議会は、社会福祉法第109条に基づき、すべての市町村に設置されている住民の立場から福祉を推進する団体です

この広報紙は皆様からの赤い羽根共同募金配分金の一部でつくられています。
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ひとりぼっちをつくらない地域づくり
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　友人が最近バードウォッチングにはまり、あちらこちら
へとカメラ片手に楽しんでいると聞きました。鳥の名前は
「すずめ」くらいしか知らない私も、鳥が飛んでいると何
ていう名前の鳥なのかな、など興味がわいてきました。も
しかしたら、秋には私も野鳥観察仲間に加わっているかも
しれないなぁ、と思う今日この頃です。（M.E）
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♪我が家のスマイル　リレーでつなごう♪

3人いつまでも仲良しでね♥

小林　拓真くん（８歳）

　　　真己くん（８歳）

　　　陽仁くん（４歳）

VOICE
わかりやすくお話
します。
男性大歓迎。
お待ちしています。

VOICE
善意銀行では、皆さまの「何か役に立つことをした
い」というあたたかいお気持ちを金銭や物品という形
でお預かりし、町内で支援を必要とする方への応援な
どに使わせていただいております。

また、善意銀行への金銭の寄附は、税控除の対象とな
ります。2,000円以上の寄附が対象になります。

あたたかいお気持ちを善意銀行に託しませんか？

（平成30年4月受付分）

善意の預託ありがとうございました

氏名（敬称略）

三村　勉

匿名

匿名

氏名（敬称略）

匿名

金銭寄附

物品預託

内　容

寄附

寄附

寄附

内　容

寄附

金　額

￥10,000

￥1,000

￥30,000

物　品

新品タオル23枚

皆さまからの赤い羽根共同募金で実施する講座です

障害年金は、障がいのある方の生活を支える大切な年金ですが、
「自分の障がいで年金がもらえるのは知らなかった」
「状態をうまく伝えられなかったので受給できなかった」

ということが起こりやすくなっています。
そんな難しい障害年金について、専門家の社会労務士から２回の連続講座で学びます。
実際に受給を考えている方、勉強したい方、福祉専門職の方など広くご参加ください。

◆と　き）①６月27日（水）「障害年金の概要について」
　　　　　②７月11日（水）「受給に係る実践的な留意事項について」
　　　　　いずれも10：00～11：30
◆ところ）稲美町立障害者ふれあいセンター　２階　多目的室
◆講　師）特定社会保険労務士　角森 洋子 氏
　　　　　（NPO法人　障害年金支援ネットワーク所属）
◆申込先）稲美町社会福祉協議会　TEL　079-492-8668
◆共　催）生きづらさをかかえる成人をもつ親のつどい

　　（開催日）原則毎月第２水曜日10：00～12：00（６月、７月はお休みします）
　　（場　所）障害者ふれあいセンター２階

いつでもお越しください
発達障害のある人は、ちょっとした違いやコミュニケーションが苦手なことか
ら、社会とうまく距離がつかめないなどの困り感を持つことがよくあります。
本会は、平成27年5月より毎月開催しています。親同士の悩みを分かち合い、
情報を共有したり、共に考える場として、参加してみませんか。参加申し込み
は要りません。親の会ブログもぜひご覧ください
http://tudoi173.exblog.jp/

障害年金を学ぶ会
２回講座　6／27（水）・7／11（水）参加無料

要申込

受講生募集

要約筆記  啓発講座
6/14～ 全４回 参加無料

と　き）６／14（木）～７／ 5（木）
　　　　毎週木曜日　全４回　いずれも９：30～12：00
ところ）障害者ふれあいセンター　２階　多目的室
定　員）20名
講　師）要約筆記「ひだまり」

と　き
①６／１４（木）
②６／２１（木）
③６／２８（木）
④７／　５（木）

　　　　　　　　　内　　　容
要約筆記の基礎知識・聴覚障害の基礎知識
聴覚障害者のコミュニケーション・要約筆記とは
要約筆記の三原則
ノートテイクとは・地域の制度について

こばやし たく ま

まさ き

はる と
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VOICE
オープンかふぇは、
どなたでもお越し
いただける場です。
おかわり自由で茶
菓子も付いて、お
ひとり100円です。
ぜひお越しくださ
い。

社協オープンかふぇ社協オープンかふぇ

介護ボランティアポイント事業

毎月第２金曜日は

皆さまからの福祉会費で実施する事業です

と　き）原則毎月第２金曜日　10：00～11：30
ところ）障害者ふれあいセンター　２階　多目的室
利用料）フリードリンク　100円（お茶菓子付）

■事業内容　町が指定する受入施設等において、ボランティア活動を行った場合に、その実績に応じてポイ
　　　　　　ントが付与されます。ポイントに応じて、活動交付金(稲美町共通商品券)が交付されます。
■対 象 者　町内在住の65歳以上の高齢者（稲美町介護保険第1号被保険者）※要介護１以上の方は除く
■受入施設　町が指定した社会福祉法人等の福祉施設など（詳細はお問合せください）
■活動内容　受入施設等での活動（内容は施設や時期により異なります）
　　　　　　（例）施設利用者の話相手、行事のお手伝い、喫茶の運営等のお手伝い、
　　　　　　　　　入浴後のドライヤーかけ等の補助、囲碁・将棋等の相手、洗濯物の整理、
　　　　　　　　　食事の配膳・下膳、清掃、草ひき等
■ポイント　１時間 １ポイントを付与 （１日 ２ポイント・年間50ポイントが上限）
■活動交付金　１ポイントにつき100円（稲美町共通商品券）

自分のくらしが豊かになるボランティア活動、はじめてみませんか？

●6/  8（金）おしゃべりかふぇ

●7/13（金）マジックかふぇ（堀田隼人氏）

男性35～47歳、女性年齢フリー男性35～47歳、女性年齢フリー

参加者募集

ボランティア募集

　　ボランティアグループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きっかけの輪づくり応援団　金のわらじ主催

♪出会いを応援します♪

と　き）7月8日（日）
　　　　10：30～15：00（受付10：00～）
ところ）稲美町立加古福祉会館ホール
　　　　（稲美町加古4369-3）
　　　　※駐車場多数あり
内　容）軽食・ドリンク、トークタイム等
対象者）独身で結婚をまじめに
　　　　考えておられる方
参加費）男性：2,500円　女性：1,000円

応募方法）①FAX・パソコンをお持ちの方
　　　　　稲美町社会福祉協議会にお電話またはメールを
　　　　　いただきましたら、こちらより申込用紙をFAX、
　　　　　またはメールで送付いたします。
　　　　②FAX・パソコンをお持ちでない方
　　　　　稲美町社会福祉協議会　金のわらじ婚活イベン
　　　　　ト係まで返信用封筒（送付先住所と氏名をご記
　　　　　入の上､82円切手を貼付したもの）を送付して
　　　　　下さい。
　　　　　後日、申込用紙を郵送いたします。

 6/27（水）
締切り

VOICE

爽やかな風が吹く
中、一緒に飛び出
す相手を探してみ
ませんか？
真剣に結婚をお考
えの方、お待ちし
ております。

（金のわらじ
スタッフ）

ふ く し 豆 知 識

わだい 4／25（水）　稲美野荘園自治会

福祉会費納入のお願い

６月１日は、善意の日

お世話役13名
参加者30名

◆稲美野荘園自治会では、さまざまなイベン
トや趣味の会などを通じて、多くの方が地域
に出てこられるような機会づくりを進められ
ています。

◆早くからお世話役の方々が食事づくりや会場準備を行い、おひとり暮
らしや高齢者夫婦の方々を中心に多くの参加者がありました。

◆手づくりの料理は、どれも美味しく、皆さ
んの会話が途切れることのない温かな時間を
過ごさせていただきました。

毎週水曜日13:00～15:00（祝日休）
コーヒー紅茶が付いて、100円です

【この日のメニューは】
●そぼろすし
●新わかめとはんぺんの吸い物
●焼き皮の桜餅

稲美町でもそれぞれに地域性はありますが、このような取り組みが広がれば
よいなと思います。気になる方は、稲美町社会福祉協議会までぜひお問合せ
ください。（電話079-492-8668）

いなそうCafé におじゃましてきました！

　稲美町社会福祉協議会は、みなさまに支えられて事業を実施しています。
今年度につきましても、あたたかいご協力お願い申し上げます。
【福祉会費で実施している事業】
■心配ごと相談
　（毎月第１・３・４木曜日13時半～14時半）
■法律相談
　（毎月第２木曜日13～15時）
■認知症を学ぶ会（ほっとファミリー）
　（毎月第４木曜日10～12時）
■介護者の会（さくら草の会）
　（毎月第４金曜日10～12時）

■見守り事業　給食サービス
　（毎週水曜日）※7月8月お休み

■居場所づくり事業　オープンかふぇ
　（毎月第２金曜日10～11時半）
■生きづらさをかかえる成人をもつ親のつどい
　（毎月第２水曜日10～12時）※6月7月お休み

■福祉委員研修事業
■ボランティア啓発事業　など

【善意の花】のじぎく

「みんなの小さな善行や善意が重なって、
世の中が明るくなるものであり、県民だ
れもが、この日何か一つ善行をしてもら
いたい」との思いから、兵庫県では昭和
39年に６月１日を「善意の日」と定めま
した。

「だれかの役に立ちたい」
「社会のために尽くしたい」

という気持ちは、誰もが持っていますが、
そうした善意の気持ちを新たに見つめな
おす日にしませんか。

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるように、介護施設等でボランティア活動を行う
ことで地域貢献や社会参加、また介護予防を促進することを目的として実施される事業です。

生き生きシニア世代の健康づくり、介護予防のひとつとして、あなたも活動してみませんか。


